講演会のお知らせ

ゴールデンシルクに魅せられて

―カンボジアで産出される生糸の特徴と伝統的な染織技術のすばらしさ―

　蚕の繭からとった生糸といえば白い色を想像するのが普通ですが、黄色の生糸（ゴールデンシルク）があると聞くとびっくりすることでしょう。現在、東南アジアではタイ産のシルクが有名ですが、その源はクメール王朝時代からの歴史を持つカンボジアの熱帯種の蚕から取れる黄色の生糸とそれを織った絹絣（きぬかすり）にあるといわれています。カンボジアの絣は、精緻で美しい絵絣、玉虫効果を持つ綾織りなど、他の地域では見られない独特の織物です。クメール王朝から続くこの絹絣の織物技術は、長い内戦やポルポト政権の中で衰退してしまいました。このゴールデンシルクに魅せられ、クメール伝統織物研究所を設立して、カンボジアの伝統染織の復興と環境復元をめざして活動している森本喜久男氏に講演をしていただくことになりました。
　当日は、クメール伝統織物の展示やパネルの展示なども行われます。
記

日時：５月２５日（月）午後３時～４時３０分
場所：信州大学 繊維学部 総合研究棟 ７階 ミーティングルーム（１）
演題：ゴールデンシルクに魅せられて　―カンボジアで産出される生糸の特徴と伝統的な染織技術のすばらしさ―
講師：クメール伝統織物研究所　代表　森本喜久男氏

講師の略歴：1948年京都に生まれ、レイデザイン研究所テキスタイルデザイン科卒業後、1975年に独立して手描き友禅工房（森本染芸）を主宰。1980年に初めてタイを訪れ、バンコクの博物館でカンボジアの絣布に出会い、以来、東北タイの農村での手織物プロジェクトの設立に関わるとともに、草木染めの調査、指導を行ったのを皮切りに、カンボジアで黄色い繭による伝統養蚕の復興プロジェクトの単独立ち上げ、クメール伝統織物研究所（IKTT）を設立、 「桑の木基金」設立による養蚕プロジェクトの開始、「伝統の森・再生計画」に着手するなど、様々な活動を行って、内戦で途絶えた伝統のクメール織物の復活をめざした活動をしています。特に「伝統の森・再生計画」は、かつての絹織物をよみがえらせるためには、天然染料のもととなる植物や樹木が、また黄金の繭を作ってくれる蚕には広大な桑畑がなくてはならないことから、「森」そのものの復元をおこなうという遠大な計画です。2004年には、これら一連の活動を中心になって行っている森本喜久男氏に対して第11回ロレックス賞＊が贈られています。
＊ロレックス賞は、世界中の未知なるものへ挑戦する人々を奨励するために1976年にスイスのロレックス時計が創設した賞である。
